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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
五
十
嵐
え
り
君
提
出
善
福
寺
川
上
流
地
下
調
節
池
整
備
事
業
の
費
用
便
益
比
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
善
福
寺
川
上
流
地
下
調
節
池
整
備
事
業
」
の
み
を
対
象
と
し
て
「
費
用
便
益
比
が
一.

〇
を
上
回
る
こ
と
」

は
確
認
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
公
金
の
不
要
な
支
出
が
行
わ
れ
る
恐
れ
」
及
び
「
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
な
い
し
公
金
濫
用
」
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
国
土
交
通
省 

河
川
砂
防
技
術
基
準 

計
画
編
（
基
本
計
画
編
）
」
（
令
和
四
年

六
月
九
日
付
け
国
水
情
第
九
号
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
河
川
計
画
課
長
通
知
別
添
）
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と

お
り
、
「
河
川
で
は
一
般
に
上
流
よ
り
も
下
流
ま
た
、
支
川
よ
り
も
本
川
の
方
が
氾
濫
し
た
場
合
の
被
害
の
規
模
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
計
画
の
策
定
や
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
流
域
全
体
を
俯
瞰
し
、
上
下
流
や
本
支
川
間
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
、
適
正
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
」
で
あ
り
、
河
川
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
整
備
が
も
た
ら
す
効
果
や
影
響
が
、
当

該
整
備
の
周
辺
区
間
の
み
な
ら
ず
広
範
囲
に
ま
で
及
ぶ
と
こ
ろ
、
「
治
水
経
済
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
」
（
令
和
七
年
七



 

２ 

 

月
三
十
日
付
け
国
水
計
第
四
十
九
号
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
河
川
計
画
課
長
通
知
別
添
）
に
お
い
て
、
「
治
水

対
策
は
、
水
系
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
、
全
川
を
対
象
と
し
て
検
討
さ
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
御

指
摘
の
「
水
系
・
一
連
区
間
単
位
等
」
で
「
費
用
便
益
比
」
を
「
算
出
」
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
要

綱
改
正
等
の
措
置
が
必
要
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。 


